
【書面審議】 

令和 3年度 國學院大學卓球部 ＯＢ総会議案書 

［ 議題 ］ 

1. 令和 2年度 年間活動報告に関する件         別紙 1 

 

2. 令和 2年度 会計報告に関する件         別紙 2 

 

3. 令和 3年度 年間活動予定に関する件 

（1） コロナ禍での部活動支援策として強化部コーチの増員とその交通費等の補助。 

（2） コロナ禍で生活に窮する学生への救済措置を検討し援助策を講じる。 

（3） ＯＢ総会の開催について検討し、書面決済で行うこととしたい。 

（4） ＯＢからの要望として、金銭面、技術指導等の学生支援について積極的取り組む。 

（5） コーチ陣の強化により特別配置した総監督制度を廃止する。 

 

4. ＯＢ会役員人事に関する件 

（1）会長 斎藤 成蹊 

（2）副会長 吉見 康二、湯原一成、小林 操 

（3）幹事長 湯原 一成（兼務） 

（4）幹事 

（総務） 山岡 毅 

（会計） 板野 新一 

（会計監査） 渡邉 正典 

（強化） 菊地 敏夫、湯原 一成、細井 堯之、石山 晃一、高木 勇輝、町田 幸希、 

佐藤 佑飛、宮城 雄次、石田 悠 

（5）監督 人見 剛 

（下線は新任） 

 

5. その他 

（1）令和 3年度 新入部員（10名） 

男子（9名）      女子（1名） 

〇安藤 壱紗 （明豊）  中野 剛志（日大豊山）  〇鯨津 萌々子（進徳女子） 

〇岡戸 俊道 （遊学館） 〇三宅 康介（香川西） 

〇齋藤 幸祐 （帝京安積） 〇渡辺 凱 （新潟産業大学附属） 

 下川原 侑希（埼玉栄）  渡辺 晧貴（千葉経済大学附属） 

〇高澤 昇平 （東山）       ○はスポーツ推薦による入学者 

 

 

 



別紙 1 

1. 令和 2年度 年間活動報告 

 

 概 況  

昨年度は新型コロナウィルスの感染拡大により、2 度の緊急事態宣言が発令されるなど、大会参加の

みならず、日々の練習も実施が困難な状況となりました。そうしたなか、現役部員は「今、できること

をしっかりやろう」という気概をもって活動しました。1度目の緊急事態宣言が解除された 6月と、2度

目の緊急事態宣言の発令中は（大学登録の）指導者帯同が必須となりましたが、前半は長田利幸氏・平

野伸幸氏、後半は菊地敏夫氏・高木勇輝氏・佐藤佑飛氏らの尽力により、対処することができました。 

 

令和元年 

（ 2月） 大阪国際招待（2/14-16）、神奈川選手権（2/22-23）頃から雲行きが怪しくなる。追いコン

は中止（2/29）。 

（ 3月） 高校等での練習ができなくなった複数の生徒を受け入れる。単身ドイツに渡っていた村上（当

時 1 年）が緊急帰国（3/16）。卒業式は規模を縮小して実施（3/22）。オリンピックの延期

が決定（3/24）。大学の施設利用が中止（3/27）となり、その後、3月末まで活動休止。 

令和 2年 

（ 4月） 当初 3月末までの予定であった活動休止は、政府からの緊急事態宣言の発令（4/7）により 2

カ月以上続くことになる。 

（ 5月） 作業人数を厳選し、ＳＳ３への引っ越し作業を行う（5/1,3）。学生と部長・監督・コーチに

よる Zoomミーティング（5/16）。緊急事態宣言の解除（5/25）。ＯＢ総会を書面により開催。 

（ 6月） 大学はたまプラーザで活動する強化部会を対象とした試験な活動再開を認める（6/1～）。こ

の決定を受け、活動再開（6/3）。 

※ 再開にあたっては、練習計画書の提出の他、検温等の体調チェック、施設内の換気やアルコ

ール消毒、更衣室の利用制限等への対応に加えて、監督・コーチの帯同が求められる。 

（ 8月） ＳＳ３のこけら落としとして「ＯＢ現役戦」を開催（8/8） 

（10月） 大阪商業大学定期戦（10/31：本学 7-0大商大） 

（11月） 全日本学生選抜強化大会（11/28-29：村上（2年）ベスト 32） 

（12月） 関東学生選手権大会（12/12-13,18：小島（3年）ベスト 4,小畑（2年）ベスト 16） 

（ 1月） 全日本選手権（1/11-17：4名（阿部、小島、高橋、小野）出場）。2度目の緊急事態宣言が発

令される（1/8）も、12月時点で活動許可を受けている部会に限って、活動が許可される。 

（ 2月） 東京卓球新人優勝大会（2/23：猪俣（1年）優勝、秋田（3年）ベスト 4→東京選手権推薦） 

（ 3月）東京優勝卓球大会（3/4-5：阿部（3年）ベスト 16）。追いコンならびに新歓の代替えとして

「現役激励会」を開催（3/14）。緊急事態宣言が解除（3/21）されるも、3月末日まで指導者

帯同が継続される。 

 

＜中止となった主な大会・行事＞ 

リーグ戦（春季・秋季）、全日本大学総合（団体・個人）、新人戦、東京選手権大会、国民体育大会、

夏合宿、新入生歓迎会、卒業生送別会 

 

 現役等への支援  

関東学生入賞に係る祝金  4万円（関東学生ベスト 4…3万円、同ベスト 16…1万円） 

ＳＳ３竣工に係る寄付 30万円（防球用フェンス、多球用カゴの購入費用として） 

監督等への支援  30万円（監督 18万円、コーチ 12万円（2名×6万円）） 



大商大定期戦への補助 弁当代ならびに懇親会への補助を行いました 

 

 その他  

須賀井副会長の葬儀にあたり、生花を届けました。 

スカウト活動への支援として、宿泊費（実費）を支給しました。 

コーチ練習参加にあたっての交通費（実費）を支給しました。 

 



令和2年度 國學院大學卓球部OB会 ‖又支計算書

令和2年 4月 1日 ～令和3年 3月 31日

1 -般会計 (単位 :円 )

入 の

檸
「
日 摘 要 予算金額 決算金1額 上ヒ重無「曽減

前年度繰越金 2,278,966 2,278,966 0

年会費

現役支援金

寄付金

雑収入

納入者 141名 (納入率`10997))

預金利′自、

600,000

400,000

20

729,000

472,000

22

129,000

72,000

0

2

当期収 入合計 000 020 1,201,022 201.002
収入合副 3,278,986 3,479,988 201,002

(支出の部 )

科1目 摘 要 予算1金1額 決1筒1金1額

'ヒ

較増減
OB会運営費
会議費

諸会費

事務費

印刷製本費

通信運搬費

賃借料

補助費 (学生 )
雑支 l・

〈
ム
　
・

賀

Ｂ

祝

○
．

、懇親会、卒業生送別会
OG卓球連盟、体育連合会監督会

タックシ一ヽル、インク

OB総会資料作成
OB通矢日
会議室利用料

学生支援金

振込手数料、生花

200,000

60,000
20,000

10,000

100,000

30,000
300,000

85

28

59

121

79

０

　

一
　

６

　

一
　

０

　

一
　

〇

　
〇

∠ゝ  115,000

∠ヽ  60,000
8,556

∠ゝ  10,000

∠ゝ  40,300
∠ゝ  30,000
∠ゝ  178,340

79,310
現役強化費

旅費交通費

補助費 (監督等 )

全匡1大会等視察費
監督・コーチ援助金

60,000

420,000

213,610

445、 160

∠ゝ 36,390

25, 160

寄付金 Sports Squelヽ a3竣 工に伴 う寄付 1,000,000 200,000 ∠ゝ 800,000
当期支出合計 2,200,000 1,042,996 ∠ヽ  357,004
積立金 1,000,000 ∠ゝ  1,000,000
次年度繰越金 78 986 2 436 992 2 358 00F

支出合計 3.278、 986 3,479,988 1,001,002

差引残辞i  2,436,992 円は令■3年度に繰越いたします

手持現金    63,764
普通預金  2,373,228 みずほ銀行 渋谷中央支店 (162)

普通 1632702

2 特別会計 (繰越金)                                  (単 位 :円 )

科
‐
目 摘要 予算金1額 決算1企1額 比較増減

前年度繰越金 0

積立金 1,000,000 どゝ  1,000,000
当朝 1又 入合計 1,000,000 ∠ゝ  1.000.000
収入合計 1,000,000 ∠ゝ  〕,000,000

上記の通 り、報告いたします

令和3年 4月 4目

監査の結果、 L記報告書に間違いのないことを報告いた します。

令和3年 4月 11日

会  言 絞資竹´④

舗髄んも二来器


